










MRI 特異的 reporter gene を用いた単一細胞 MR 画像追跡
による Glioblastoma 脳内浸潤過程の解明
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vivo で GBM の浸潤を経時的に観察する手法は
ほとんど存在しませんでした。本研究では，in 
vivo での GBM 細胞浸潤のプロセスの観察技術
の構築に主眼をおいてまいりました。
　昨今の放射線学の進歩により，ヒトのみなら















1 ボクセルあたりヒトでも 0.5mm まで日常臨
床でも分解能を上げる事ができます。我々は
実験動物で 7 テスラの MRI をもちいており，

















形成します。GBM 細胞に magA を導入するこ
─ 38 ─
とにより，超磁性体が細胞内に蓄積し，その挙
動を経時的に in vivo の状態で MRI で観察する
ことを最終目標としております。実際，magA
を C6 ラット GBM 細胞に導入し，ヌードマウ
ス脳内に移植すると，数百個移植しただけで，
脳組織内での移植細胞の観察が可能であること
を確認できております。今後，それらの細胞の
経時的な変化を観察していく必要があります
が，今後 GBM の浸潤プロセス観察において極
めて有用な技術であると期待しております。
　大阪癌研究会より助成を頂くことができまし
た事を深く感謝しており，今後も悪性脳腫瘍患
者に対して有益となる研究に邁進する所存でご
ざいます。最後になりましたが，貴財団のより
一層のご発展をお祈り申し上げましてご報告と
させていただきます。
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